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遼
寧
バ
レ
エ
･
田
中
秀
子
バ
レ
エ
合
同
公
演

-
　
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
0
　
-

8
月
2
5
日
鵬
と
2
6
日
㈹
の
2
日
間
､
県
教
育
文
化
会

館
に
て
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
0
　
遼
寧
バ
レ

エ
学
校
･
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所
合
同
公
演
｣
　
(
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
･
利
田
み
さ
き
)
を
開
催
し
ま
し
た
｡

公
演
に
先
立
ち
富
山
の
生
徒
た
ち
は
8
月
4
日
鯛
か

ら
遼
寧
バ
レ
エ
学
校
で
研
修
を
行
い
､
1
 
4
日
3
に
は
ま

ず
藩
陽
市
で
第
1
回
目
の
合
同
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

(
2
P
掲
載
)
｡
続
く
富
山
で
の
本
公
演
は
遼
寧
省
文
学

芸
術
界
連
合
会
の
躍
凱
副
主
席
も
来
富
さ
れ
､
国
内
外

の
注
目
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
｡

中
国
遼
寧
省
･
藩
陽
市
の
遼
寧
バ
レ
エ
学
校
に
お
い

て
　
｢
こ
ど
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業
｣
　
と
し
て
､
2

0
0
6
年
か
ら
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所
の
中
∴
向
生

が
研
修
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
｡
そ
の
経
緯
を
踏
ま
え
､

躍
凱
副
主
席
よ
り
､
両
校
生
徒
に
よ
る
初
め
て
の
合
同

公
演
を
行
う
提
案
が
あ
り
､
こ
の
画
期
的
な
試
み
は
実

現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
｡

2
部
構
成
か
ら
な
る
舞
台
で
は
､
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
の
他
､
遼
寧
バ
レ
エ
学
校
生
に
よ
る
中
国
舞
踊
を
織

り
ま
ぜ
た
多
彩
な
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
､
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
｡

中
で
も
第
1
部
最
後
の
演
目
､
｢
バ
レ
エ
風
采
｣
　
(
日

中
共
同
制
作
一
で
は
､
両
国
の
生
徒
が
一
緒
に
出
演
｡

国
や
言
葉
が
違
っ
て
も
､
同
じ
志
を
持
つ
青
少
年
た
ち

の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
に
､
場
内
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
沸

き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
｡

公
演
以
外
で
は
､
両
国
の
子
供
た
ち
の
無
邪
気
な
1

両
も
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
が
､
そ
の
中
に
も
バ
レ
エ
を

追
求
し
､
真
筆
に
向
き
合
う
生
徒
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も

交
流
し
互
い
に
剰
激
し
､
1
屑
向
上
し
て
い
く
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
､
改
め
て
芸
術
文
化
交
流
の
大
切
な

意
義
を
感
じ
ま
し
た
｡



遼寧バレエ学校との初のコラボレーション
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と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
0

9
月
2
0
日
㈲
､
利
賀
芸
術
公
甲
新
利

賀
山
房
に
て
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0

1
0
　
洋
舞
公
演
　
D
E
E
P
 
I
M

p
R
E
S
S
I
O
N
s
｣
(
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
･
可
西
晴
香
)
を
開
催
し
ま
し
た
.

第
1
部
は
､
可
西
舞
踊
研
究
所
の
生

徒
た
ち
に
よ
る
小
品
集
｢
と
き
め
い
て

ダ
ン
ス
｣
､
第
2
部
は
､
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
･
ツ
ァ
ブ
コ
氏
監
修
､
プ
ラ
ハ
芸
術

大
学
非
言
語
学
科
の
学
生
5
名
に
よ
る

｢
パ
ン
ト
マ
イ
ム
　
フ
ロ
ム
　
プ
ラ
ハ
｣

と
題
し
た
パ
ン
ト
マ
イ
ム
作
品
を
上
演
｡

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
と
パ
ン
ト
マ
イ
ム
が
融

合
し
た
新
し
い
マ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
観
る
人
の
心
を
!
瞬
に
し
て
つ
か

み
､
魅
了
し
ま
し
た
｡

続
い
て
､
第
3
部
で
は
､
可
西
舞
踊

研
究
所
の
皆
さ
ん
ら
に
よ
る
｢
オ
ル
フ

ェ
-
幻
腰
に
な
っ
た
妻
ユ
リ
デ
ィ
ス
ユ

(
可
西
晴
香
演
出
･
振
付
･
主
演
)
　
が

上
演
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
作
品
は
､
ギ

リ
シ
ャ
神
話
｢
オ
ル
フ
ェ
｣
を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
､
散
可
西
希

代
子
氏
の
振
付
作
品
を
可
西
晴
香
氏
に

よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
改
訂
版
で
す
｡

出
演
者
た
ち
は
､
前
日
の
入
念
な
リ

ハ
ー
サ
ル
を
経
て
､
漆
黒
の
舞
台
に
幻

想
的
な
空
間
を
創
り
上
げ
ま
し
た
｡

9
月
2
6
日
㈲
､
利
賀
芸
術
公
園
･
新

利
賀
山
房
に
て
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭

2
0
1
0
　
詩
吟
剣
舞
公
演
｣
(
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
･
伊
藤
天
水
)
を
午
前
･
午

後
の
2
回
行
い
ま
し
た
｡
第
1
部
は
｢
ふ

る
さ
と
･
師
弟
･
郷
土
愛
｣
　
が
テ
ー
マ

の
詩
吟
剣
舞
｡
第
2
部
は
､
黒
川
頁
理

氏
の
邦
楽
グ
ル
ー
プ
青
島
,
S
に
よ
る
｢
三

曲
　
S
O
R
A
N
B
U
S
H
I
｣
､
｢
証

城
寺
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
｣
　
の
軍
演
奏
､
第

3
部
は
｢
自
然
･
家
族
･
親
子
愛
｣
と
題

し
た
詩
吟
剣
舞
の
3
部
構
成
｡
県
内
の

渋
川
流
剣
詩
舞
道
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

し
た
し
な
や
か
で
力
強
い
演
舞
と
吟
詠
､

古
典
と
現
代
が
融
合
し
た
等
曲
の
調
べ

は
､
来
場
者
の
心
に
深
く
響
き
ま
し
た
｡

ま
た
､
県
外
(
福
井
･
三
重
)
か
ら
の
招

待
演
舞
2
演
目
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
と
も
バ
レ
エ
遼
寧
省
派
遣
事
業

8
月
4
日
的
～
1
 
6
日
脚
､
利
田
み
さ

き
団
長
率
い
る
田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究

所
の
中
･
高
校
生
1
 
5
名
を
､
中
国
･
藩
陽

市
の
遼
寧
バ
レ
エ
学
校
に
派
遣
し
ま
し
た
｡

中
国
3
大
バ
レ
エ
団
の
ひ
と
つ
遼
寧

バ
レ
エ
凹
の
附
属
校
で
あ
る
同
校
で
､

バ
レ
エ
学
校
の
す
ぐ
れ
た
メ
ソ
ッ
ド
を

体
験
す
る
こ
の
研
修
は
今
回
で
4
回
目

と
な
り
ま
し
た
｡
継
続
し
て
研
修
を
続

け
る
こ
と
で
交
流
の
深
ま
っ
た
今
回
は
､

初
め
て
の
試
み
と
し
て
富
山
の
研
修
生

と
遼
寧
バ
レ
エ
学
校
の
生
徒
と
の
合
同

公
演
(
8
月
1
 
4
日
望
中
日
少
年
バ
レ
エ

の
夏
｣
於
藩
陽
市
)
も
開
催
さ
れ
､
現
地

の
観
客
か
ら
の
熱
い
拍
手
が
研
修
生
た

ち
の
何
よ
り
の
励
み
に
な
っ
た
よ
う
で

す
｡
ま
た
､
8
月
2
5
日
困
､
2
6
日
㈹

に
は
､
｢
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
1

0
｣
　
と
し
て
富
山
で
も
合
同
公
演
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
T
p
掲
載
一
｡
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第
9
回
国
際
友
好
美
術
交
流
展

第
1
 
6
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展

本
年
で
第
9
回
日
と
な
る
国
際
友
好

美
術
交
流
展
は
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･
ハ
イ

ド
ゥ
=
ビ
ハ
-
ル
児
の
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
今
回
は
2

0
0
9
年
富
山
で
行
っ
た
　
｢
と
や
ま
国

際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
｣
　
に
な
ら
い
､
展

覧
会
に
先
立
っ
て
国
際
ア
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
も
同
市
で
開
催
さ
れ
､
富
山
か
ら
は

展
覧
会
､
キ
ャ
ン
プ
と
も
に
美
術
関
係

者
が
参
加
し
ま
し
た
｡

7
月
1
日
㈹
～
1
 
3
日
㈹
､
デ
ブ
レ
ツ

エ
ン
市
郊
外
で
行
わ
れ
た
｢
デ
ブ
レ
ツ

エ
ン
国
際
友
好
美
術
キ
ャ
ン
プ
｣
　
に
は
､

洋
画
家
の
藤
井
武
氏
　
(
県
洋
画
連
盟
委

員
長
)
　
と
､
吉
川
信
一
氏
(
児
洋
画
連

盟
前
委
員
長
)
　
が
参
加
｡
ハ
ン
ガ
リ
ー
､

中
国
､
日
本
の
3
か
国
か
ら
の
参
加
者

が
寝
食
を
共
に
し
て
制
作
に
励
み
､
交

流
を
深
め
ま
し
た
｡

キ
ャ
ン
プ
の
終
了
後
､
7
月
1
4
日
鯛

に
は
｢
第
9
回
国
際
友
好
美
術
交
流
昼

が
デ
ブ
レ
ツ
エ
ン
市
･
ク
ル
チ
ェ
･
セ

ン
タ
ー
で
開
幕
.
富
山
3
3
点
(
日
本
画
､

洋
画
､
彫
刻
､
工
芸
､
書
､
写
真
)
､

ハ
ン
ガ
リ
ー
5
8
点
､
中
国
3
0
点
の
美

術
作
品
が
一
堂
に
会
し
､
そ
の
国
際
色

溢
れ
る
展
示
は
現
地
の
人
々
の
眼
を
惹

き
つ
け
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
展
覧
会
に
む
け
､
吉
田
泉
氏
(
芸

文
協
副
会
長
･
特
命
統
括
)
､
萩
中
幸

雄
氏
(
児
美
術
連
合
会
会
長
･
洋
画
家
)
､

砂
子
阪
政
巳
氏
(
県
日
本
画
家
連
盟
委

員
長
)
､
高
橋
餓
夫
氏
(
県
写
真
連
盟

委
員
長
)
､
勝
山
正
野
氏
(
北
陸
習
道

院
常
任
理
事
)
が
現
地
に
赴
き
､
展
覧

の
開
会
式
に
参
加
し
た
ほ
か
､
芸
術
･

文
化
関
連
施
設
の
視
察
や
現
地
美
術
家

達
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
｡
滞
在
中

に
ハ
イ
ド
ゥ
=
ビ
ハ
-
ル
県
庁
で
行
っ

た
記
者
会
見
で
は
､
ソ
ー
ラ
ー
ト
･
テ

イ
ボ
ー
ル
副
知
事
か
ら
富
山
と
同
県
と

の
交
流
の
重
要
性
や
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
も
現
地
記
者
に
説
明
さ
れ
､
実
り
多

い
派
遣
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
7
月
3
0
日
栂
に
は
､
ハ
ン
ガ

リ
ー
側
の
要
望
に
よ
り
､
吉
田
副
会
長

が
川
端
康
成
に
つ
い
て
､
デ
ブ
レ
ツ
エ

ン
大
学
に
お
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
｡

第
1
 
6
回
富
山
県
い
け
ば
な
公
募
展
が
､

7
月
1
 
7
日
3
･
1
 
8
日
㈲
の
2
日
間
に

わ
た
り
､
富
山
県
民
会
舘
地
下
展
示
室

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

県
内
の
流
派
を
代
表
す
る
華
道
家
2

5
2
名
と
一
般
公
募
5
0
名
に
よ
る
力
作

2
6
2
点
が
流
派
の
垣
根
を
越
え
て
一

堂
に
会
し
ま
し
た
｡

会
場
に
は
季
節
を
彩
る
花
々
を
豊
か

に
使
っ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
､
さ
わ
や

か
な
涼
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
｡
5
0
0

0
名
を
越
え
る
来
場
者
た
ち
は
､
個
性

あ
ふ
れ
る
作
口
m
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
o

開
会
式
で
は
､
酒
井
和
佳
子
実
行
委

員
長
､
東
海
龍
北
日
本
新
聞
社
取
締
役

事
業
局
長
の
あ
い
さ
つ
､
村
椿
晃
県
生

活
環
境
文
化
部
次
長
の
祝
辞
の
の
ち
､

小
泉
博
芸
文
協
会
長
よ
り
一
般
公
募
の

中
か
ら
次
の
5
名
の
方
々
に
奨
励
賞
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

【
奨
　
励
　
賞
】
　
(
敬
称
暇
)

高

田

　

茜

　

鎌

田

　

倫

子

須
藤
　
梨
沙
　
余
川
　
栄
万

市
田
　
優
子

日
韓
友
好
交
流
事
業

｢
江
原
道
大
関
嶺
国
際
音
楽
祭
｣
派
遣
事
業

8
月
8
日
㈲
か
ら
8
月
日
日
側
ま
で

韓
国
･
江
原
道
東
海
市
で
開
催
さ
れ
た

｢
江
原
道
大
関
嶺
国
際
音
楽
祭
｣
　
に
､

黒
川
真
理
氏
､
黒
川
雅
暗
氏
ほ
か
6
名

の
黒
川
邦
楽
院
の
演
奏
者
と
､
市
井
和

彦
芸
文
協
事
務
局
長
を
派
遣
し
ま
し
た
｡

こ
の
派
遣
事
業
は
芸
文
協
と
友
好
提

携
を
結
ん
で
い
る
江
原
通
塾
術
文
化
団

体
総
連
合
会
か
ら
の
招
待
を
受
け
実
現
｡

崖
池
渦
会
長
よ
り
手
厚
い
お
も
て
な
し

を
受
け
ま
し
た
｡
8
月
9
日
㈲
午
後
7

時
半
よ
り
武
陵
渓
谷
野
外
公
演
場
で
行

わ
れ
た
公
演
で
は
､
現
地
江
原
道
の
音

楽
団
体
の
演
奏
に
引
き
続
き
黒
川
邦
楽

院
が
出
演
､
黒
川
真
理
氏
の
軍
独
奏
｢
閑

拍
子
｣
　
と
合
奏
｢
黒
田
節
に
よ
る
幻
想

曲
｣
を
披
露
し
ま
し
た
｡
美
し
い
和
服

に
身
を
包
ん
だ
演
奏
者
た
ち
の
高
い
レ

ベ
ル
の
演
奏
は
､
地
元
の
観
客
ら
か
ら

喝
采
を
浴
び
､
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
｡
出
演
者
た
ち
は
､
日
本
文
化
へ
の

理
解
と
両
国
の
友
好
親
善
を
行
う
と
い

う
今
回
の
事
業
の
目
的
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
､
帰
国
し
ま
し
た
｡
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第
3
5
回

富
山
県
青
少
年
美
術
展

-

　

　

光

る

若

い

感

性

　

　

-

第
3
5
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展
は
9

月
‖
日
出
か
ら
1
 
4
日
㈹
ま
で
の
4
日
間
､

富
山
県
民
会
館
の
美
術
館
､
地
下
展
示

室
､
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A
B
C
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
｡

絵
画
､
彫
刻
､
工
芸
､
デ
ザ
イ
ン
､

告
､
写
頁
の
6
部
門
に
若
々
し
い
感
性

が
光
る
力
作
1
､
6
0
0
点
の
応
募
が

あ
り
､
入
賞
･
入
選
作
ロ
m
の
9
4
4
点

が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

‖
日
出
の
開
会
式
は
増
山
理
恵
さ
ん

の
フ
ル
ー
ト
演
奏
か
ら
始
ま
り
､
尾
相

浦
埋
奈
さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
､
こ

の
美
術
展
に
寄
せ
ら
れ
た
富
山
高
校
2

年
野
原
健
矢
さ
ん
の
詩
が
横
田
ほ
の
撃

さ
ん
に
よ
っ
て
朗
読
披
露
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
午
後
3
時
か
ら
は
県
民
会
館

4
0
1
号
室
で
浅
地
豊
富
山
県
水
墨
美

術
館
副
館
長
に
よ
る
　
｢
美
の
表
現
は
十

人
十
色
｣
と
題
し
た
美
術
講
座
が
開
か

れ
ま
し
た
｡

入
賞
し
た
主
な
作
口
m
は
､
新
川
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
｢
県
民
芸
術
文

化
祭
2
0
1
0
｣
　
の
生
活
文
化
展
で
も

展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

県
民
芸
術
文
化
祭

2

0

1

0

9
月
1
 
8
日
出
か
ら
2
0
日
制
ま
で
の

3
日
間
､
新
川
文
化
ホ
ー
ル
に
て
｢
県

民
芸
術
文
化
祭
2
0
1
0
｣
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡

初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
､
魚
津
短
気
楼
太
鼓
の
迫
力
あ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
始
ま
り
､
伝
統

芸
能
､
日
本
舞
踊
､
民
話
､
洋
舞
､
詩

吟
､
長
唄
･
お
暁
子
､
声
楽
､
合
唱
､

吹
奏
楽
な
ど
華
や
か
で
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
｡

開
会
式
典
で
は
､
児
部
門
功
労
(
文

化
分
野
)
　
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
､
伊
藤

天
水
氏
､
内
山
太
一
氏
､
桂
博
子
氏
､

木
本
宗
志
氏
､
中
川
雅
風
氏
､
富
士
原

文
以
千
乃
氏
､
吉
村
邦
子
氏
の
7
名
と
､

田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所
に
表
彰
状
と

記
念
口
m
が
贈
ら
れ
ま
し
た
.

ま
た
､
国
際
交
流
公
演
で
は
､
プ
ラ

ハ
芸
術
大
学
非
言
語
学
科
の
学
生
5
名

に
よ
る
い
け
ば
な
､
美
術
作
品
(
児
青

少
年
美
術
展
の
作
品
を
含
む
)
　
の
展
示

や
県
内
3
流
派
に
よ
る
お
茶
会
が
開
催

さ
れ
､
ス
テ
ー
ジ
で
は
､
音
楽
､
舞
踊

な
ど
の
多
彩
な
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

に
よ
る
　
｢
リ
ズ
ム
&
マ

イ
ム
｣
を
上
演
し
ま
し

た
｡
パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
一

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
融
合

し
た
新
し
く
か
つ
洗
練

さ
れ
た
マ
イ
ム
パ
フ
ォ
　
ー

-
マ
ン
ス
は
､
会
場
を

埋
め
尽
-
し
た
観
客
を

惹
き
つ
け
ま
し
た
｡

生
活
文
化
展
は
､
県

内
1
 
5
流
派
と
1
般
公
募

ハ
ン
ガ
リ
ー
･

美
術
工
芸
学
校
派
遣
事
業

9
月
2
5
日
出
か
ら
川
月
9
日
出
の

日
程
で
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
･
ハ
イ
ド
ゥ
=

ビ
ハ
-
ル
児
デ
ブ
レ
ツ
エ
ン
市
の
｢
コ

ー
シ
ュ
･
カ
ロ
イ
美
術
工
芸
学
校
｣
　
に
､

木
彫
工
芸
作
家
の
川
原
和
夫
氏
､
金
属

工
芸
作
家
の
六
家
敬
吉
氏
を
講
師
と
し

て
派
遣
し
ま
し
た
｡

昨
年
9
月
｢
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
ア
-
開

催
事
業
｣
　
の
際
に
釆
児
し
た
同
県
の
ソ

ー
ラ
ー
ト
副
知
事
よ
り
､
富
山
の
優
れ

た
工
芸
作
家
を
招
き
た
い
と
い
う
依
頼

が
あ
り
実
現
し
た
こ
の
派
遣
は
､
今
回

が
初
の
試
み
｡
富
山
の
高
い
技
術
レ
ベ

ル
の
美
術
･
工
芸
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
現
地

で
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
､
交

流
の
更
な
る
発
展
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
｡

プ
ロ
を
目
指
し
同
校
で
学
習
す
る
1
4

を
重
ね
る
ご
と
に
徐
々
に
憤
れ
､
作
品

を
完
成
さ
せ
る
と
､
今
後
の
学
習
に
役

立
て
た
い
と
､
う
れ
し
そ
う
に
抱
負
を

語
っ
て
-
れ
た
そ
う
で
す
｡

蔵
か
ら
1
 
9
歳
の
若
者
た

ち
を
対
象
に
､
川
原
氏

は
フ
ク
ロ
ウ
の
木
彫
と

木
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
製

作
を
､
六
家
氏
は
錫
鋳

造
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
ウ

エ
イ
ト
の
製
作
を
､
8

日
間
に
わ
た
り
指
導
｡

生
徒
た
ち
は
初
め
て
の

体
験
に
当
初
は
戸
惑
っ

て
い
た
も
の
の
､
授
業
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平
成
2
 
2
年
度

㈱
曾
山
誉
宗
文
化
協
会
泉
彰
式

-
特
別
功
労
者
表
彰
及
び
感
謝
状
･
奨
励
賞
贈
呈
式
-

第
3
 
3
回
富
山
県
こ
と
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-
　
写
真
部
門
新
設
･
海
外
創
作
童
話
参
加
　
-

平
成
2
2
年
度
の
芸
文
協
表
彰
式
は
､

日
月
1
日
脚
､
午
前
1
 
0
時
3
0
分
か
ら
､

富
山
県
民
会
館
3
0
4
号
室
で
､
来
賓

と
し
て
新
川
稔
富
山
県
生
活
環
境
文
化

部
部
長
､
中
沖
豊
芸
文
協
目
撃
同
顧
問
ほ

か
の
臨
席
を
得
て
､
挙
行
し
ま
し
た
｡

特
別
功
労
者
表
彰
は
､
こ
れ
ま
で
金

属
工
芸
を
過
し
て
富
山
県
の
芸
術
文
化

活
動
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
故
･
大
角

勲
氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
併
せ
て
､
感
謝
状
　
(
1
 
5
名
)
､

奨
励
賞
(
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
含
む
2
7
名
)

の
贈
呈
を
執
り
行
い
ま
し
た
｡
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
｡

I
.
.
.
;
I
l
J
=
･
1
,
.
m
.
.
･
-
,
(
'
∵
･
L
I
,
{
ち
ら
r
.
I
.
I
.
.
.
T
T
j
.
め
(
,
+
h
r
T
.
,
I

鮎
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

(
敬
称
略
)

◎
特
別
功
労
者
表
彰

㈱

大

角

　

勲

◎
感
　
謝
　
状

岡
崎
　
菖
水

池
谷
　
新
月

中
川
　
宗
亮

杵
屋
弥
三
日
美

黒
崎
　
隆
憲

西
川
扇
博
貴

尾
畑
由
起
子

船
崎
　
由
美

◎
奨
　
励
　
賞

東
山
　
香
雪

森
清
　
篤
実

増
山
　
理
恵

尾
崎
俊
太
郎

藤
間
紗
枝
乃

田
知
本
襟
岳

本
田
麻
優
美

鳥
　
な
な
み

利
田
　
由
未

松
井
　
邦
子

相
川
　
沙
織

網

　

彩

音

◎
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

松
本
宗
莱
花

川
西
　
美
穂

野
越
　
康
詩

金
江
　
宗
文

官
永
　
圭
子

稀
音
家
日
代
泣

西
川
扇
城
緒

辻

　

孝

子

武
田
　
優
子

村
松
　
雅
禁

中
坪
　
裕
子

岸
本
　
美
佳

藤
川
　
未
央二

高野　ー
斉
藤
　
舞
月

上
田
早
利
己

波
間
ふ
じ
恵

伊
藤
所
業
実

中
島
　
由
貴

黒
滞
　
里
紗

横
田
ほ
の
華

五
十
嵐
　
茜

J
･
･
;
.
:
I
 
J
㌦
(
.
･
ぐ
･
･
7
.
.
,
.
,
-
,
i
-
･
＼
･
 
L
r
S
･
叫
.
.
,
,
:
j
j
･
[
:
･
･
/
･
 
;
.
り
.
J
i
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今
年
で
第
3
3
回
目
を
迎
え
た
富
山
県

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
､
日
月
6

日
出
～
8
日
脚
に
わ
た
り
､
富
山
県
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
今
回
か
ら

展
示
部
門
に
　
｢
写
真
｣
が
新
設
さ
れ
､

こ
ど
も
た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
分

野
が
広
が
り
ま
し
た
｡
初
回
と
な
る
今

回
は
､
4
3
点
の
応
募
が
あ
り
､
そ
の
他

児
童
画
3
8
5
点
､
書
7
8
6
点
､
童

画
6
点
､
創
作
童
話
部
門
は
7
4
点
の
応

募
が
あ
り
､
こ
ど
も
た
ち
の
意
欲
あ
ふ

れ
る
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
｡

海
外
か
ら
の
特
別
展
示
と
し
て
､
今

回
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
､
中
国
､
韓
国
(
江

原
道
･
慶
尚
両
道
)
､
ロ
シ
ア
､
バ
ー

レ
ー
ン
､
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
ど
も
た
ち
の

児
童
画
1
5
7
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
こ
の
た
び
､
ハ
ン
ガ
リ
ー
､
韓

国
江
原
迫
の
こ
ど
も
た
ち
か
ら
創
作
童

話
5
作
品
が
特
別
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
｡

習
慣
や
文
化
が
異
な
る
外
国
の
こ
ど
も

た
ち
が
作
っ
た
童
話
は
､
富
山
の
こ
ど

も
た
ち
の
良
い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
｡

7
日
脚
の
演
示
部
門
で
は
､
午
前
､
午

後
に
わ
た
り
県
内
1
 
8
団
体
の
こ
ど
も
た

ち
に
よ
る
器
楽
､
洋
舞
､
日
舞
､
剣
詩
舞

の
公
演
が
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
｡
出
演
し
た
こ
ど
も
た
ち

は
､
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
元
気
い
っ

ぱ
い
に
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
､
会
場
は

な
｢
｣
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
今
年
の
特
別
公
演
は
､
中
国
遼

寧
省
･
藩
陽
民
族
芸
術
学
校
芸
術
団
を

･
巨
十
十
欄
一

.

.

.

∫

一

一

招
待
｡
中
国
の
こ
ど
も
た
ち
は
､
自
転
車

を
使
っ
た
曲
芸
や
柔
軟
技
な
ど
ア
ク
ロ

バ
テ
ィ
ッ
ク
な
雑
技
を
披
露
し
ま
し
た
｡

終
演
後
に
は
､
8
演
目
の
雑
技
で
会

場
を
沸
か
せ
た
藩
陽
民
族
芸
術
学
校
芸

術
団
の
各
人
と
藩
陽
民
族
芸
術
学
校
に

優
秀
賞
が
､
ま
た
､
県
内
の
出
演
者
の

中
か
ら
1
 
9
名
に
奨
励
賞
が
芸
文
協
小
泉

会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
｡
な
お
､

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

【
奨
励
賞
】
受
賞
者

堀
井
　
星
釆

土

肥

　

莱

天
池
　
琴
実

平
野
　
裕
子

谷
滞
　
彩
花

杉
江
　
聾
奈

西
野
　
華
世

中
村
　
優
聾

升
田
　
克
子

増
山
　
吉
朗

(
順
不
同
･
敬
称
略
)

藤
森
　
円
香

小
幡
　
桃
子

桂
井
　
優
依

寺
沢
奈
緒
子

斎
藤
一
実

杉
江
　
其
弥

小
坂
井
晴
名

松
本
　
実
紗

島
田
　
恭
歌



9月16日　冨山市立釜十原小学校

10月22日　クロスランドおやへ

11月11日　黒部市･田家保育所
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平
成
2
 
2
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

9
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
､
｢
平
成

2
2
年
度
県
民
ふ
れ
あ
い
公
演
｣
を
開
催

し
ま
し
た
｡

9
月
1
 
6
日
㈹
の
公
演
は
､
富
山
市
立

針
原
小
学
校
で
行
わ
れ
､
第
1
部
は
､

大
正
琴
ミ
ズ
キ
が
ポ
ッ
プ
ス
の
曲
を
軽

快
な
リ
ズ
ム
で
演
奏
｡
第
2
部
で
は
､

と
や
ま
レ
デ
ィ
ー
ス
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

o
A
s
I
S
が
｢
ア
イ
ネ
･
ク
ラ
イ
ネ
･

ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
第
1
楽
章
｣
　
(
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
曲
)
　
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

｢
ア
ラ
ジ
ン
｣
　
の
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま

し
た
｡こ

ど
も
た
ち
に
馴
染
み
の
あ
る
曲
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
､
曲
が
流
れ

る
と
楽
し
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

9
月
3
0
日
㈹
に
冨
山
市
立
新
庄
北
小

学
校
で
行
わ
れ
た
公
演
で
は
､
ハ
ー
プ

ト
リ
オ
　
フ
ロ
ー
リ
ス
に
よ
る
フ
ル
ー

ト
､
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
､
ハ
ー
プ
に
よ
る

演
奏
で
､
ワ
ル
ツ
か
ら
｢
赤
と
ん
ぼ
｣

や
｢
こ
き
り
こ
｣
　
な
ど
の
民
謡
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
披
露
し
観
客
ら

を
魅
了
｡
第
2
部
は
､
歌
澄
奏
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団
が
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
や
ド

レ
ミ
の
う
た
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
､
身
近

で
親
し
み
や
す
い
曲
で
な
め
ら
か
な
歌

声
を
披
露
し
ま
し
た
｡

1
 
0
月
1
 
5
日
髄
は
､
冨
山
市
立
吉
川

小
学
校
で
合
唱
と
洋
楽
の
公
演
を
行
い

ま
し
た
｡
第
1
部
は
､
大
地
の
会
に
よ

る
四
季
の
歌
メ
ド
レ
ー
か
ら
　
｢
ど
こ
か

で
春
が
｣
､
｢
さ
-
ら
さ
-
ら
｣
な
ど
を
披

露
し
､
澄
ん
だ
歌
声
に
観
客
ら
は
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
｡
第
2
部
は
､
レ
デ

ィ
ー
ス
･
カ
ル
テ
ッ
ト
O
A
s
I
S
が

出
演
｡
｢
愛
の
あ
い
さ
つ
｣
(
エ
ル
ガ
ー
作

曲
)
　
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
は
じ
め
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を
披
露
｡
み
ん
な
で
歌

お
う
と
題
し
た
大
地
の
会
と
レ
デ
ィ
ー

ス
･
カ
ル
テ
ッ
ト
O
A
s
I
S
の
合
同

演
奏
　
｢
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
｣
　
で
は
､

こ
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
歌
う
な
ど
､
和

や
か
な
公
演
と
な
り
ま
し
た
｡

1
0
月
2
2
日
㈲
､
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お

や
へ
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
公
演

で
は
､
黒
川
頁
埋
氏
の
軍
演
奏
｢
闘
拍

子
｣
　
で
始
ま
り
､
可
西
舞
踊
研
究
所
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
目
　
｢
T
h
e
 
G
i
二

∑
e
x
t
 
D
o
o
r
｣
　
や
｢
富
山
に
伝
わ
る
三

つ
の
民
謡
｣
､
軍
と
尺
八
　
律
に
よ
る

邦
楽
演
奏
を
披
露
｡
可
西
舞
踊
研
究
所

と
軍
と
尺
八
　
律
の
舞
踊
と
邦
楽
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
､
｢
こ
き
り
こ

の
風
｣
を
邦
楽
の
優
雅
な
調
べ
に
の
せ

て
､
撃
麓
な
舞
い
が
披
露
さ
れ
､
来
場

し
た
石
動
高
校
と
小
矢
部
園
芸
高
校
の

生
徒
た
ち
は
幻
想
的
な
舞
台
に
惹
き
つ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

日
月
4
日
㈹
､
5
日
㈲
の
公
演
に
は
､

中
国
･
遼
寧
省
か
ら
釆
目
し
た
､
鞠
楓
豊

団
長
率
い
る
藩
陽
民
族
芸
術
学
校
芸
術

団
が
出
演
し
､
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
中
国

雑
技
の
演
技
を
披
露
し
て
-
れ
ま
し
た
｡

4
日
㈹
冨
山
市
立
奥
田
中
学
校
で
の

公
演
で
は
､
雑
技
の
演
技
に
続
き
洋
楽

の
廉
瀬
大
悟
氏
(
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
)
と

池
原
陽
子
氏
(
ピ
ア
ノ
)
が
出
演
｡
軽

快
な
音
楽
を
楽
し
む
と
と
も
に
､
生
徒

た
ち
は
同
年
代
の
中
国
の
生
徒
た
ち
の

卓
越
し
た
演
技
力
に
鷲
き
､
親
し
げ
に

｢
ニ
ー
ハ
オ
｣
　
と
話
し
か
け
る
な
ど
国

境
を
超
え
た
生
徒
た
ち
の
交
流
の
場
に

も
な
り
ま
し
た
｡

5
日
㈲
午
前
1
 
0
時
か
ら
は
富
山
市
立

中
央
小
学
校
で
､
雑
技
と
詩
吟
剣
舞
(
渋

川
流
剣
詩
舞
道
聖
慧
会
､
富
山
県
壮

吟
会
､
富
山
岳
風
会
)
　
の
公
演
を
行
い

ま
し
た
｡
児
童
は
雑
技
の
超
人
的
な
技

を
間
近
で
観
て
大
き
な
歓
声
を
上
げ
､

ま
た
､
荘
厳
な
詩
吟
剣
舞
の
世
界
を
体

感
し
て
い
ま
し
た
｡
い
ず
れ
も
小
学
生

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
｡

同
日
午
後
1
時
半
か
ら
の
黒
部
市
に

い
か
わ
総
合
支
援
学
校
で
の
公
演
は
､

雑
技
と
洋
楽
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
｡
ス
リ
リ

ン
グ
か
つ
芸
術
的
な
雑
技
の
演
技
に
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
､
堺
谷
亜
希
子
氏

(
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
一
と
佐
々
木
ゆ
き

子
氏
　
(
ピ
ア
ノ
)
　
の
演
奏
で
は
､
こ
ど

も
た
ち
が
楽
器
に
触
れ
､
身
体
を
動
か

す
参
加
型
の
曲
目
も
あ
り
､
皆
の
い
き

い
き
と
し
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
｡

日
月
1
0
日
㈹
の
公
演
は
､
冨
山
市

立
月
岡
中
学
校
で
開
催
｡
第
1
部
は
､

坂
井
雅
千
社
中
に
よ
る
等
演
奏
｡
第
2

部
は
､
富
山
県
日
本
舞
踊
協
会
に
よ
る

｢
玉
兎
｣
　
や
｢
連
獅
子
｣
な
ど
を
上
演
｡

雅
な
音
色
と
優
美
な
舞
い
に
こ
ど
も
た

ち
は
､
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
｢
六
段
の
調
べ
｣
　
で
は
､
邦
楽

と
日
舞
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
披
露

し
ま
し
た
｡

日
月
日
日
㈹
の
黒
部
市
田
家
保
育

所
で
は
､
内
山
太
一
氏
　
(
声
楽
一
､
内

山
節
子
氏
(
ピ
ア
ノ
)
　
に
よ
る
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
ど
も
た
ち
は
､
歌

を
口
ず
さ
ん
だ
り
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
身

体
を
動
か
し
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
｡

今
後
の
ふ
れ
あ
い
公
演
の
予
定
は
､

日
月
2
5
日
㈹
高
岡
市
立
二
塚
小
学
校

で
水
谷
佳
代
社
中
　
(
邦
楽
)
､
横
内
桂

千
(
ヴ
ォ
ー
カ
ル
)
､
黒
田
頁
琴
(
オ
ー

ボ
エ
)
､
大
橋
俊
希
(
ギ
タ
ー
)
　
(
洋
楽
)

が
出
演
｡
2
6
日
栂
は
､
富
山
市
立
東
部

小
学
校
に
お
い
て
､
渋
川
流
剣
詩
舞
道

聖
慧
会
､
富
山
児
壮
吟
会
､
呉
山
岳
風

会
､
富
山
岳
友
会
､
富
山
県
日
本
舞
踊

協
会
､
富
山
県
邦
楽
協
会
が
出
演
｡

ま
た
､
来
年
の
1
月
2
2
日
出
は
､
高

岡
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
む
ら
藤

間
苑
に
お
い
て
､
富
山
県
立
高
岡
工
芸

高
校
吹
奏
楽
部
が
公
演
｡
2
月
2
0
日
価

に
は
､
小
矢
部
市
立
津
沢
小
学
校
を
会

場
に
､
な
ん
と
!
吹
奏
楽
団
に
よ
る
公

演
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
｡
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡
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(邦楽部門)川村泰山先生

(オーケストラ部門)小山昌之先生

表1--'g-!
(日舞部門)飯坂信広先生

敬;_--. ----
(洋舞部門)シユテフアン･ツアブコ先生

--- TBl_,-__撃胃
(オーケストラ部門)坂本和彦先生
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平
成
2
 
2
年
度芸

術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業

(
邦
楽
･
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
･
日
舞
･
洋
舞
)

今
年
度
の
　
｢
芸
術
文
化
指
導
者
招
へ

い
事
業
｣
は
､
7
月
3
 
1
日
出
の
邦
楽
部

門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
｡

邦
楽
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
瀬
尾
雅
臣
)
　
は
､
講

師
に
川
村
泰
山
先
生
を
お
招
き
し
､
7

月
3
 
1
日
3
'
8
月
1
日
脚
は
､
北
日
本

新
聞
　
創
造
の
森
　
越
中
座
で
､
ま
た
､

9
月
1
 
0
日
㈲
と
‖
日
出
は
､
富
山
県

民
会
館
練
習
室
に
て
行
い
ま
し
た
｡
川

村
先
生
の
熱
い
指
導
の
も
と
､
受
講
者

ら
は
　
｢
山
河
彩
優
｣
､
軍
･
十
七
弦
･

尺
八
三
重
奏
｢
若
｣
な
ど
を
演
奏
し
､

邦
楽
の
高
度
な
演
奏
法
を
学
び
ま
し
た
｡

7
月
3
 
1
日
9
'
8
月
1
日
8
に
富
山

市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
､
ア
イ
ザ
ッ

ク
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
　
ラ
ポ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
､
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
門
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
(
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
小

港
蹟
琴
)
　
は
､
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
小
山

貴
之
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し

た
｡
集
ま
っ
た
管
弦
楽
団
員
た
ち
は
､

弦
楽
器
の
演
奏
技
術
だ
け
で
は
な
-
､

合
奏
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
も
学
び
､

練
習
に
励
み
ま
し
た
｡

8
月
2
 
1
日
出
と
2
2
日
価
の
2
日
間
､

講
師
に
飯
坂
信
広
先
生
を
お
招
き
し
､

富
山
県
民
会
館
に
お
い
て
日
本
舞
踊
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

-
花
川
吉
蝶
)
を
開
催
し
ま
し
た
｡
飯

坂
先
生
に
は
､
日
本
舞
踊
の
舞
台
や
小

道
具
に
関
し
て
丁
寧
に
お
話
し
し
て
頂

き
､
県
日
本
舞
踊
協
会
会
員
を
は
じ
め

と
す
る
参
加
者
ら
は
､
メ
モ
を
取
り
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
｡

ハ
芸
術
大
学
で
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
指
導

し
て
い
る
シ
ュ
テ
フ
ア
ン
･
ツ
ァ
ブ
コ

先
生
を
お
招
き
し
､
身
体
を
使
っ
た
感

情
の
表
現
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
｡
指

導
を
受
け
た
富
山
高
校
､
高
岡
第
一
学

園
､
片
山
学
園
の
生
徒
や
県
洋
舞
協
会

の
メ
ン
バ
ー
は
､
い
き
い
き
と
し
た
表

現
で
　
｢
身
体
で
表
現
す
る
｣
　
こ
と
の
楽

し
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
｡

者
は
､
個
々
人
が
曲
を
創
り
上
げ
る
大

切
さ
を
感
じ
っ
つ
真
剣
に
演
奏
し
て
い

ま
し
た
｡

9
月
2
1
日
㈹
､
2
2
日
㈹
に
行
わ
れ

た
洋
舞
部
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
(
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
=
松
下
美
規
)
は
､
プ
ラ

坂
本
和
彦
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
門
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ヲ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
=
小
滞
抗
奉
)
　
は
､
富

山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
､

1
 
0
月
2
3
日
出
､
2
4
日
㈲
の
2
日
間
行

い
ま
し
た
｡
坂
本
先
生
は
､
受
講
者
の

管
弦
楽
団
員
た
ち
に
､
個
人
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
と
と
も
に
楽
団
の
レ
ベ
ル
の

向
上
を
目
指
す
よ
う
指
導
さ
れ
､
受
講
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く8)

富
山
県
立
富
山
い
ず
み
高
等
学
校

第
4
5
回
冨
山
い
ず
み
コ
ン
サ
ー
ト

(
吹
奏
楽
)

9
月
5
日
旧

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

第
2
2
回
グ
ラ
ン
パ
パ
･
マ
マ
あ
り
が

と
う
絵
手
紙
展

9
月
1
 
0
日
㈲
～
9
月
1
 
2
日
㈲

㈹
大
谷
芸
術
交
流
館

第
3
4
回
豊
昌
会
書
展

9
月
1
 
7
日
㈱
～
9
月
2
0
日
㈱

富
山
県
民
会
館
美
術
館

第
2
2
回
大
正
琴
の
集
い
　
｢
大
響
宴
｣

9
月
2
 
3
日
㈲

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

第
2
 
1
回
富
山
玄
潮
会
書
展

9
月
2
 
3
日
㈲
～
9
月
2
6
日
㈲

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
-
I
C

富
山
県
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
創
立
2
5

周
年
記
念
　
第
3
回
T
P
A
ピ
ア
ノ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
&
会
員
に
よ
る
ガ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト

9
月
2
6
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

日
本
ハ
ー
プ
協
会
北
陸
支
部
会
員
に

よ
る
　
ハ
ー
プ
の
響
宴
5
<

1
0
月
2
日
出

サ
ン
フ
ォ
ル
テ

第
2
7
回
富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団
定

期
演
奏
会

1
0
月
9
日
山

北
日
本
新
関
ホ
ー
ル

第
1
 
8
回
富
山
岳
友
会
吟
道
大
会

1
0
月
1
7
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館

平
成
2
2
年
度
　
｢
秋
の
北
圃
宝
生
能
｣

1
0
月
1
7
日
㈲

石
川
県
立
能
楽
堂

第
4
2
回
　
北
陸
雪
心
会
書
展

1
0
月
2
2
日
㈲
～
1
0
月
2
4
日
㈲

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
階

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内

富
山
県
壮
吟
会

第
2
3
回
　
温
習
発
表
吟
道
大
会

1
0
月
2
4
日
㈲

富
山
県
教
育
文
化
会
館

男
声
合
唱
団
K
&
ク
ル
ー
　
第
3
2
回

演
奏
会

日
月
3
日
㈱

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

総
合
カ
レ
ッ
ジ
s
E
O
 
J
A
P
A
N

W
E
E
K
2
0
1
0
　
ポ
ル
ト
ガ
ル

海
外
公
演
壮
行
会

日
月
3
日
㈲

砺
波
出
町
子
供
曳
山
会
館

第
1
 
5
回
書
燈
社
喜
作
展

日
月
5
日
㈲
～
日
月
7
口
旧

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
階

と
や
ま
芸
術
パ
ー
ク
祭
2
0
1
0

日
月
6
日
出
～
日
月
7
日
㈲

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

第
2
2
回
富
山
県
高
等
学
校
文
化
祭

日
月
7
日
伯

新
川
文
化
ホ
ー
ル

日
月
1
3
日
出
～
日
月
1
5
日
㈲

富
山
県
民
会
館
､
高
岡
市
民
会
館

第
9
回
コ
ー
ロ
･
ピ
ア
ー
チ
エ
定
期

演
奏
会
〝
移
り
ゆ
く
季
節
に
寄
せ
て
〃

日
月
1
4
日
㈲

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
1
7
回

秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

日
月
2
0
日
出
～
日
月
2
1
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル
･
展
示
ホ
ー
ル

大
川
都
バ
レ
エ
教
室

第
2
9
回
発
表
会

日
月
2
1
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル

T
S
U
K
E
M
E
N
 
L
-
V
E

2
0
1
0

日
月
2
6
日
幽

富
山
県
教
育
文
化
会
館

日
本
新
工
芸
富
山
会
展

1
2
月
1
日
㈹
～
1
2
月
7
日
㈹

富
山
大
和
店
5
階
ア
ー
ト
サ
ロ
ン

暫
藤
清
策
遺
作
展

1
 
2
月
4
日
出
～
1
月
2
3
日
㈲

松
村
外
次
郎
記
念
　
庄
川
美
術
館

木
野
雅
之
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

W
-
-
h
ジ
ャ
ス
タ
･
イ
ン
･
ト
ヤ
マ
･

ジ
ュ
ニ
ア

1
2
月
6
日
胴

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
3
6
回
金
沢
美
大
出
身
作
家
け
や
き
展

1
2
月
‖
日
出
～
1
2
月
1
4
日
㈹

富
山
県
民
会
館
美
術
館

富
山
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
　
第
5
 
1
回
定
期
演
奏
会

1
2
月
1
8
日
出

富
山
県
民
会
館

0
 
P
e
 
n
 
t
h
 
e
 
B
O
X

1
2
月
1
9
日
㈲

富
山
市
水
橋
ふ
る
さ
と
会
館

祁
山
ホ
ー
ル

田
添
等
楊
絵
画
展

1
2
月
2
2
日
㈹
-
1
2
月
2
6
日
榔

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
B
･
C

｢
平
成
2
2
年
度
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
-
.
郷

土
の
音
楽
家
コ
ン
サ
ー
ト
｣
事
業

冨
山
の
四
季
で
綴
る
～
美
し
い
日
本

の
う
た

1
2
月
2
3
日
㈲

富
山
県
･
:
:
Z
同
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

第
九
交
響
曲
歓
喜
の
夕
べ
2
0
1
0

1
2
月
2
5
日
出

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

遊
人
企
画
ノ
ジ
ヨ
ソ
ジ
公
演
　
｢
賓
者

は
不
惑
と
の
た
ま
え
り
｣

1
月
8
日
出
-
1
月
9
日
㈲

富
山
県
民
小
劇
場
　
オ
ル
ビ
ス

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
‥

オ
ペ
ラ
｢
椿
姫
｣
2
0
1
1

1
月
2
3
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
　
T
C
C
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

2
月
6
日
伯

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル

劇
団
p
.
0
.
D
.
第
3
6
回
公
演

｢
蝿
取
り
紙
｣

2
月
1
2
日
出
～
2
月
1
3
日
㈲

高
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
･

ホ
ー
ル

｢
平
成
2
2
年
度
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
!
郷

土
の
音
楽
家
コ
ン
サ
ー
ト
｣
　
事
業

オ
ペ
ラ
で
綴
る
～
美
し
い
日
本
の
う
た

2
月
1
8
日
幽

富
山
県
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

｢
平
成
2
2
年
度
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
ー
･
郷

土
の
音
楽
家
コ
ン
サ
ー
ト
｣
　
事
業

バ
レ
エ
で
綴
る
～
美
し
い
日
本
の
う
た

2
月
2
0
日
㈲

新
川
文
化
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

合
唱
団
　
｢
楽
音
樹
｣
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3
月
1
2
日
出

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
･
ス
ト
リ
ン
グ
･
ク
ヮ
ル

テ
ツ
ト
　
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
1
8
日
幽

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
2
8
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク

_

　

レ

.

.

.
∫予

選
　
3
月
1
9
日
出
-
2
0
日
㈲

本
選
　
3
月
2
1
日
㈲

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
2
8
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

3
月
2
0
日
㈲

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
2
5
回
　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
コ
ン
サ
ー
ト

3
月
2
2
日
㈹

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
‥
､
ヽ
ユ
ー
シ
カ
ル

｢
回
転
木
馬
｣

3
月
2
 
5
日
栂
～
3
月
2
 
7
日
㈲

オ
ー
バ
ー
ド
･
ホ
ー
ル
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,
.
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∴
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･
し
.
∴
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,

お
よ
う
こ
び
の
人
々

(
平
成
2
2
咋
9
月
以
降
某
日
順
･
敬
称
略
)

富
山
県
部
門
功
労
(
文
化
分
野
)
表
彰

伊
藤
　
天
水

桂

　

博

子

中
川
　
雅
風

内
山
　
太
一

木
本
　
宗
志

富
士
原
文
以
千
乃

吉
村
　
邦
子

田
中
秀
子
バ
レ
エ
研
究
所

第
4
2
回
日
展

文
部
科
学
大
臣
賃

特

　

選

特

　

選

北
日
本
新
聞
文
化
賞

文
化
賞

文
化
賞

富
山
県
功
労
表
彰

喜
多
野
　
瑛

坂
田
　
三
男

前
川
　
正
治

中
尾
　
哲
雄

藤
森
　
兼
明

黒
瀬
　
越
嶺

土
井
　
治
美

吉

浮

　

草

ふ
る
さ
と
教
育
と
や
ま
寅

平

田

　

純

　

長

井

　

晃

隆

瑞
宝
小
綬
章

舘

　

　

聖

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰

滝
谷
　
芳
仙
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